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四角形 ABCDの辺 ABの中点を E, 辺 BCの中点を F, 辺 CDの中点を G, 辺DA
の中点を H とする。
(1) 四角形 EFGHは平行四辺形であることを示せ。
(2) ACと BDの交点が EGと FHの交点に一致するとき，四角形ABCDは平行四辺
形となることを示せ。

解答
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より EGと FHは互いに中点で交わるから，四角形 EFGHは平行四辺形である。
(証明おわり)

(2) ACの中点をM, BDの中点を Nとすると，
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であるから，MNの中点は EGと FHの交点 Pと一致する。
ACと BDの交点が PであるときM �= Nであるとすれば，PはMNの中点である

から P �= M, P �= Nとなる。
2点 P, Mは直線AC上

にあるから直線 PMと直線ACは一致し，
2点 P, Nは直線 BD上

にあるから直線PNと直線 BDは一致する。3点M, P, Nは同一直線上にあるから，
2つの対角線AC, BDが同一直線上となって矛盾する。
したがって，

M = N
となって，四角形 ABCDは対角線が互いの中点で交わるから平行四辺形である。

(証明おわり)


